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　本研究グループは，審美性と抗アレルギー性を重視す
る新素材である熱可塑性レイニング樹脂によるノンクラ
スプ義歯の製作方法を検討する目的で，本学附属歯科診
療所を受診した少数歯欠損症例10名に対して，本研究の
主旨を説明し，十分な理解のもとで義歯装着および経過
観察を行った．
　口腔環境に調和するように微調整を行ったノンクラス
プ義歯は，審美性，咀噌機能，発音機能，心理面におい
て患者満足度は高く，残存歯や軟組織への咬合力による
ダメージも確認されなかったことから，レイニング樹脂
は義歯の支台装置および床材料に適することを認識し
た．しかし，本義歯を適正に評価するためには長期的経
過観察を行う必要がある．
　本共同研究を開始した今年度には，国内の歯科材料
メーカーから3種類の新しい歯科用熱可塑性樹脂が発売
された．歯科医療分野におけるノンクラスプ義歯への注
目度の高さは，都市部では顕著であるものの，地方での
普及は今ひとつの感がある．そのような経緯もあり，新
潟市産学連携トライアル補助事業の支援を得て，今回使
用した歯科用熱可塑性レイニング樹脂の開発および販売
に係わる東伸洋行株式会社および射出成形技工を担当す
る沖歯科工業株式会社との緊密な連携によりノンクラス
プ義歯製作方法に関する十分な意見交換を行うことがで
きた．今後は，本学附属歯科診療所の協力により，審美
性の追求に加えて，非アレルギー性，柔軟性，強靱性，
非吸水性の特徴を活かした新しい義歯治療法として普及
に努めたい．そのために，平成21年度も引き続き症例数
の確保，義歯の設計・製作方法のさらなる検討を進める
予定である．
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1．事業目的
　特別支援教育に欠かせない「個に応じた教育的支援」
を実現するために有用な，言語聴覚士（以下ST）の専
門的知識・スキルを教育現場へ提供する．
2．事業概要
2－1．内地留学未経験の言語障害・発達障害通級指導
教室を担当する教諭に対し，言語発達障害の専門講義な
らびに事例検討会を行った．また巡回指導として当該教
諭が所属する学校を訪問し，直接的介入および専門指導
を行った．研修を受けた教諭にアンケートを行ったとこ
ろ，満足度は非常に高く，次年度以降の継続を望む声も
多く一あ1すた㌻今回の研修内容のように，言語障害・発達
障害を担当する教諭に対して言語聴覚士が積極的に介入
し，多岐にわたる専門的かつ持続的な取り組みを行うこ
とは，特別支援教育の充実に大きく寄与することが示さ
れた．
2－2．教育・福祉・医療機関関係者を対象に講演会な
らびにシンポジウムを実施した．講演会では言語発達障
害の臨床に長年従事しているSTを招聴し，子どもの「こ
とば」をはぐくむために必要な専門知識を3回シリーズ
で伝授した．またシンポジウムでは「連携」について，
各専門職種が情報を共有しながら子どもを支援していく
ことの重要性を再認識した．
2－3．新潟市内小中学校の特別支援教育コーディネー
ターを対象にアンケートを実施した．特別支援教育に携
わっている関係者ぞ㍉医療など教育以外の領域にどのよ
うなことを望んでいるのかを明確にし，現時点での問題
点の一端を明らかにすると同時に，今後の方向性につい
て検討した．
3．成果活用の提案
・特別支援学校，言語障害・発達障害通級指導教室に常
勤のSTを配置する．　一
・特別支援教育に携わる教諭の，言語障害，発達障害に
　関する広範な専門知識と技能習得を目指す．かつ，言
語発達障害に対する地域間・学校間の支援格差を是正
するために，教育現場でスーパーバイズ・コーディネー
　トできる人材を多数育成する．そのために「専門家に
